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技術センター長挨拶

山脇　正雄

　日ごろから技術センターの活動にご理解とご支援
をいただきましてありがとうございます。教育の場
で如何に優良な実習などのカリキュラムを提供でき
るか，また教育における安全の確保を図るために昨
年度も活動を続けてきました．さらには教員や学生
の研究サポートとして高いレベルの技術サポートも
重要な課題として取り組んでいます．個別の加工依
頼や業務依頼件数も平成 29年に引き続き多くの案
件に対応することができました．
　平成 30年 7月 6日の豪雨災害では，学校の施設
にはあまり大きな被害はありませんでしたが，授業
日程の変更への対応や一部通信設備の復旧などが課
題となりました．ただし，呉市全体の被災というこ
ともあり，技術センター職員も多くの生活難に遭遇
しました．その中で学校からも地域復興の支援とい
うことで，ボランティアなどに従事するための休暇
取得などを利用した活動を行うことができました．
一方で，本来夏休み期間中に開催される行事なども
軒並み中止となり，学生に提供できる技術レベルの
向上のサポートが中止になったりしましたが，なん
とか個別に対応できたように考えています．
　災害の影響はあったものの，自己研鑽としての他
校の見学やその受け入れにも例年通り実施すること
ができました．実際に授業の現場を見ることや意見
交換をすることは，自分たちの業務を見直す上でも
重要な取り組みであり，今後も継続してゆく予定で
す．定期的に開催される技能研修や技術職員研修に
も参加することができ，今後も計画的に参加する予
定です．
　また個別の対応として，外部からの試作以来への
対応，残存しているPCB使用機器の確認やその処置，
大型３Dプリンタの修理復旧など多くの対応を行う
ことができました．安全の確保ということでは，イ
ンキュベーションワーク授業へのサポートが実施で
き，また来年度から本格的に活動が開始されるイン
キュベーションスクエアでの安全教育と確保に向け

た活動に着手したいと考えています．
　なお最後になりますが，平成３１年度（令和元年
度）からは黒木太司　技術センター長，大東由喜夫
　技術長の新体制となります．今後の活動にもご注
目いただけますと共に、皆様のご協力をよろしくお
願いいたします。

技術長挨拶

佐々木　智大

　技術職員として呉高専の勤め始めた頃は，とにか
く早く仕事を覚えて学生実験の教員補助および学生
指導を行う事が優先でした。その後，もっと何か出
来ないか出来ることは無いか考えるようになり，そ
のためには何をすれば良いのか学ぶべきは何か，教
員がどの様な研究を行っているのか各研究室も廻っ
て自分に出来ることは何か考え自己研鑽を行ってき
ました。今も基本は変わらず，技術や知識を身につ
けるため生涯勉強だと思っています。近年，技術セ
ンターの役割は大きく教育主体には変わりなく，研
究支援・地域貢献など技術センターとしての役割が
多く求められています。そのため技術向上・適応能
力が必要で１人１人が自己研鑽を行うのみならず，
目標・目的をしっかり定め，技術センターチームで
検討・考察し，一丸となって行動することが必要と
されます。この点，私がそれが出来ていたかと問わ
れると疑問に感じますが皆さんのおかげで，ここま
で出来たのではと感じています。次期技術センター
長・技術長が更に技術センターを向上・牽引して頂
けると存じます。引き続き，技術センターへのご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。
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平成３０年度西日本地域高等専門学校
技術職員研修

生田　悠介

　８月２７日～２９日の３日間の日程で、豊橋技術
科学大学にて平成３０年度西日本地域高等専門学校
技術職員特別研修会が開催され、本校から生田が参
加した。
　初日は特別講演が２本、その後班別討議の日程
で、討議の内容は「支援対象学生への対応」という
テーマだった。発達障害や身体障害を有する学生に
対してどのような対応をとっているか討議した。事
例をいくつか挙げる中で、「そのような学生は今ま
でいなかった」という意見が多く、疑問に思った「情
報がきていないだけでは？」と投げかけると「そう
かもしれない」とのことだった。これを小テーマと
して討議することとなった。作業内容や安全につい
ての対策は対象者個人によって違ったものとなるた
め、その都度危険予知・対応するしかない。しかし
そもそもその “情報” がないことは大きな問題を感
じた。本人や保護者の意向もあり情報を入手するこ
とが困難なケースもあるが、教員や事務との情報の
パイプを利用して “知ること” さらに作業内容・危
険性・安全対策について “知ってもらうこと” も大
切なことだと認識した。それを元にあらゆる面から
対策することが必要であると考える。
　初日の日程が終わり、情報交換会が開催された。
“情報” の大切さという面では、このような席も大
いに役に立つと思う。他高専・大学の様々な情報や
プライベートなことまで、勉強になることが多く実
りある時間となった。
　２日目以降はそれぞれ発表を行い、私は実習工場
全員で手がけた「電動自走座椅子」の制作について
発表した。反響も大きく感じ良い経験と学びとなっ
た。
　研修全体を通して学んだことをこれからの業務に
生かしていこうと思う。

平成３０年度中国・四国地区
国立大学法人等技術職員研修受講報告

尾上　冴子

　平成 30年度中国・四国地区国立大学法人等技術
職員研修が平成 30 年 8 月 29 日～ 31 日の 3日間
の日程で岡山大学にて開催され 9大学 11高専より 
48 名が参加しており、本校からは尾上が参加した。
　全体講義Ⅰ～Ⅴがあり、分野別実習では、情報系
分野と生物生命分野、農学系分野に分かれ情報系分
野では、「マインドストームを用いた人工知能プロ
グラミング」と題した実習を行った。
現在の人間によるプログラミング結果を AI がシミ
ュレーションした内容と掛け合わせることでより効
率よく最適解が求められるという方法である。
　LEGO マインドストーム EV3 を使用して，ロボ
ットを制御する方法を習得するのを目的とした。
EV3 の使い方，プログラミング言語 Small Basic の
基礎，簡単な課題，ライントレースなどを行った。
　今回はセカンドキャリア構築というテーマもあ
り、自分の主とすること以外への見分を広めること
も推奨され、内容は実習を段階的に進めるため，初
心者でもスムーズに理解可能であった。
　また、全体講義で特に印象に残ったことは、岡山
大学大学院環境生命科学研究科の近森秀高教授によ
る「１００年に一度の雨」とは？である。
　近年の自然災害による統計の取り方や確率による
考え方などをお話しいただいた。今年は西日本豪雨
災害もあり、自然災害には振り回されたが、今後も
「１００年に一度の雨」は１００年後に起こるわけ
ではなく、いつ起きてもおかしくなく、すぐ身近に
迫っているとの認識を新たにした。
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平成 30年度 IT 人材育成研修会

池元　浩一郎

　平成 30 年 9 月 19 ～ 21 日の 3日間の日程で開
催された平成 30 年度 IT 人材育成研修会（主催高
専機構本部事務局）を受講した。この研修は「情報
システム等の運営に携わる教職員の専門知識や技術
力の向上を図ること」を目的としている。各キャン
パスから 1名の参加が必須となっており、受講対象
者は、情報システム等の運用管理に関わっている、
または、日常のネットワークシステムの維持管理を
行っている教職員で、ネットワーク機器に関する概
念や基礎知識を有していることを前提としている。
私自身は直接関わっているわけではないが、今後情
報担当者へのサポートを行うことがあることから、
平成 27、28年度に続き受講することとなった。
　研修カリキュラムはネットワークの基礎から運用
管理までの各単元について、まず講義が行われ講義
内容をもとに実習を行う形式を繰り返す形で進めら
れた。実習では二人一組で、全国高専へ共同調達さ
れたものと同等の Cisco 社製ネットワーク機器を用
いて、ネットワークの設定や設定による動作の違い
などを確認していった。
　研修を受講してネットワーク機器の設定、ネット
ワークに関するトラブルシューティングを含め、本
校において実際に設置されている機器と同等の機器
を用いて実習できたことは有意であった。ただ、学
内ネットワークの設定が完了している現状では、日
常の業務においてネットワーク機器を設定したり操
作したりすることがほとんどない。スキル維持の観
点からこのような研修を定期的に受講できる機会が
あれば受講したいと思う。

IT人材育成研修会　講義内容
１． ネットワークの基礎
２． Cisco IOS の基本操作
３． VLAN
４． リンクアグリケーション（LAG）
５． VLAN間ルーティング
６． ネットワークセキュリティ機能
７． ネットワーク認証
８． 無線 LAN

９． 運用管理

平成 30 年度国立大学法人向け
実践的サイバー防御演習研修

池元　浩一郎
　
　平成 30 年 12 月 26 日に科学技術政策研究所大
会議室にて行われた平成 30年度国立大学法人向け
実践的サイバー防御演習研修を受講した。このサイ
バー防御演習は、国立大学法人等の情報システム管
理者等のサイバー攻撃に対する対処能力の向上を目
的として、情報セキュリティインシデントの検知か
ら回復までの一連の流れを体験できる研修である。
　研修は国立研究開発法人情報通信研究機構事業
「実践的サイバー防御演習 CYDER」をもとに大学法
人等向けに作成されたシナリオを題材として、事前
のオンライン学習（標準学習時間 1時間程度）と研
修当日の実習およびグループワークといったカリキ
ュラムで実施された。
　事前学習はオンライン学習の形式で行われ、実習・
グループワークで必要なインシデント対応に関する
知識を習得した。実習・グループワークでは、4名
1組でシナリオに基づき各人が与えられた役割での
インシデントへの対処方法などを学習した。
　今回受講した演習研修はインシデント発生時のシ
ミュレーションとして非常に良い学習機会であった
とともに、インシデントにはスピード重視の対応が
求められていること、関係者それぞれが役割に応じ
て対応を行いインシデントへ対応しなければならな
いことを強く理解した。
　今回の実践的サイバー防御演習の受講にはサーバ
やネットワークサービスに関する知識についてある
程度のレベルが求められていたが、幸いにして初級
レベルのサイバー防御演習が広島で開催されており
独立行政法人の担当者は 1名につき 1回は無料で
受講できることを研修担当者より教えていただい
た。インシデント発生時には多くの関係者が動くこ
とになるため、インシデント発生からの回復までを
スムーズに進めるためにも対応できる教職員を多く
する良い機会であると考える。自身においても同様
の研修の受講機会があればまた受講したいと思う。
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平成 30年度中国・四国地区国立大学
法人等技術職員組織マネジメント研究会

池元　浩一郎

　中国・四国地区国立大学法人等技術職員マネジメ
ント研究会が、岡山大学津島キャンパスにおいて
3月 18 日に開催された。中国・四国地区の 9大学
12高専より参加者 48名、見学者 18名、中国・四
国地区以外の 3大学 5名の見学者と例年以上の技
術職員が出席した研究会であった。本校からは、佐々
木技術長および池元の 2名が参加者として出席し
た。
　この研究会は技術職員の組織マネジメント能力の
向上を図り、中国・四国地区における大学・高専の
技術支援体制の機能かに資することを目的としたも
のであり、組織目標や職場の活性化に必要なスキル
の獲得、組織マネジメントの基本概念の習得、およ
び、人材育成につながる円滑なコミュニケーション
の実現のために必要な基本事項の確認をふまえ、こ
れからの技術系管理職員がどうあるべきかを説明で
きるようにすることを到達目標としている。
　今回のマネジメント研究会では、（株）インソー
スの糖塚淳氏を講師に迎え「技術部組織の未来像を
模索し、組織運営を考える」を題目として講演・演
習を行った。講演では職場におけるチームワークの
重要性やチームワークを機能させるコミュニケーシ
ョンの仕方について、演習では「ドミノインテリア」
と呼ばれるロールプレイングに似たゲームを通じて
グループの能力を最大限に発揮させるためにはどう
すればよいかを学ぶことができた。
　マネジメント研究会を受講してみて、今まで知っ
ていると思っていた「チームワーク構築」について
ぼんやりとした概念程度しか理解ができていなかっ
たことを認識させられるとともに、チームワークは
どのように構築されていくのか、また、そのための
手段としてのコミュニケーションとはどのようにす
べきなのかを知ることができたのは非常に有意であ
り、今後の業務や職責において活用できる内容の研
修であった。

　
　今回の研究会では組織マネジメントに関わってい
るまたは関わる予定の技術職員以外に、代表者が推
薦する若手技術職員も受講対象者となっており、例
年より若い技術職員の参加が目立っていた。自身の
日常業務において組織運営に関して学ぶ機会はあま
り多くない。このような機会を得られる研修には継
続的に参加するとともに、より多くの技術職員が参
加して共通認識を深めていく必要があることを感じ
た。今後も同様の研修への参加機会があれば参加し
たいと思う。
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平成 30年度インキュベーションワーク

池元　浩一郎
尾上　冴子

　インキュベーションワークにおいて１年生前期
は、準備期間として導入授業となっていて各学科に
分かれて様々な授業が行われています。電気情報工
学科では昨年と同様にモーターやセンサーを組み合
わせることができるレゴブロックを使ってロボット
の製作を行いプログラミングなどについて学習して
おり、技術職員は学生への技術支援や授業最後に行
われるロボットコンテストの準備などを行っていま
す。
　学生はロボットコンテストに向けてプログラミン
グや組み立て、コースを走るかの検証などを皆で協
力して行いロボットを製作していました。ロボット
コンテストでは 5m先の箱の上のピンを倒すボーリ
ング大会がトーナメントで行われ，誰の作ったロボ
ットが一番早く多くピンを倒すのかで大いに盛り上
がりました。

平成 30 年度インキュベーションワーク

生田　悠介

　インキュベーションワークとして「コマ大戦」の
コマ製作に携わっています。
　主に旋盤での作業となり、機械を扱う経験のない
学生には夏休みに特別講習を行い、基本的な旋盤技
術を用いてコマの製作にあたります。基本といって
も条件の中でコマを設計し小さな品物を加工するの
は簡単ではなく、試行錯誤している様子でした。そ
の中でも機械工学科の学生やロボコン部の学生は高
度な加工に挑戦するなど、技術面においても学べる
ワークとなっています。
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インキュベーションスクウェア
作成への支援

加藤　省二

　専攻科棟１階共同開放研究室に学生のものづくり
の場（インキュベーションスクウェア（仮称））が
設置されることとなり、後期よりインキュベーショ
ンワークの授業の一環として学生の手により整備が
進められることとなった。
　その活動へ技術支援を主として関わることとな
り、スクウェアに必要な設備である作業台やイスな
どを作成する上での木材加工の技術支援や作業上の
安全指導などを行った。
　本授業では４学科が混在する１学年４０名あまり
が一堂に会し一斉に木工を行うため、教員およびＴ
Ａの専攻科生と連携を取りながら学生の指導を行っ
ていたが、全方向あらゆる所に気を向ける必要があ
った。
　発足時ゆえ作業スペースが十分ではなかった点
は、学生達にとっては「ストレス」と感じていたこ
とと思うし、指導する側としても少しでも危険を排
除できるよう苦心したところでもある。
　また、工具類も絶対的に不足していたことから、
自前の工具を多数持ち出し、少しでも学生達が手持
ち無沙汰にならないよう配慮した。
　授業の回数が進むにつれ、初対面であった他学科
の学生の性格も少しずつ掴めるようになり、何とな
く学科毎にキャラクターがあるように感じ始め、対
応が熟れていく感覚が掴めたところで学年末となり
授業が終了となった。
　次年度以降の支援の予定は未定ではあるが、この
スクウェアが学生達のものづくりのための良き拠り
所になるよう発展していくことを願っている。

インキュベーションワークの支援

　牛坂　淳二

　今年度のインキュベーションワークの支援は7テ
ーマのプロジェクトの技術支援をしました。内容は
主に木工に関する支援が特に多く、学生に道具や機
械の使い方を教えることや、成果物の構造的なアド
バイス等をしました。
　今年度のインキュベーションワークで工夫したこ
とは、できるだけ多くのプロジェクトが円滑に作業
を進められるように、作業場を平等に確保してあげ
ることでした。
　プロジェクトの中盤から終盤にかけて、設計した
成果物を製作するには作業場が必要になります。ま
ず、学生からここを使わせてほしいと要望があり、
建築学科の先生の許可がおりて実験室の作業場を使
用できるようになります。混雑時には６～ 8のグル
ープが実験室を使用しておりました。
　使用者が増えれば工具や機械によるケガや事故も
増える確率があがるので、常に作業場を回っており
ました。プロジェクトの終盤にはには放課後に作業
をするグループも多かったです。
　今後は専攻科棟の「インキュベーションスクウェ
ア」や図書館棟改修後に新設されるスペース「ラー
ニングコモンズ」に分散されると思うので、実験室
のスペースは若干余裕ができると思います。その分、
学生はもっと生産性を高めて頑張ってほしいと思い
ます。
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Node-RED を用いた実習教材の開発

尾上　冴子　池元 浩一郎
平野　旭　田中　誠

1　はじめに
　呉工業高等専門学校電気情報工学科は，電気工学
のカリキュラムに情報工学の要素を加えた科目構成
となっているが，扱う専門領域が広いため，限られ
た授業時間数の中で十分な情報工学教育が行えてい
るわけではない．開講されている科目は，情報リテ
ラシーと情報工学の基礎を学ぶ「情報処理Ⅰ」，C
言語プログラミングの「情報処理Ⅱ」，論理回路・
順序回路とアルゴリズムの基礎を学ぶ「情報処理Ⅲ」
のそれぞれ 2単位と，「アルゴリズム」，「情報ネッ
トワーク」のそれぞれ 1単位である．一方で学生実
験のテーマに，マイコン実習 [1,2]，信号処理実習
[3,4]，C# を用いたウインドウズ・アプリケーショ
ンの作成 [5] などを取り入れ，教材を工夫すること
でこれを補ってきた．
　一方，ネットワーク経由のアプリケーション開発
が近年重要となってきている．ネットワーク経由で
遠隔地の温度，湿度や気圧のデータを確認したり，
遠隔地にある機器の電源をON/OFF したり，各種
設定を変更するようなウェブ・アプリケーションを
開発することができる技術者の養成が求められてい
る．この分野は電気回路工学や電気機器工学のカリ
キュラムが充実している，本校電気情報工学科の学
生に有利であるが，各種センサの知識，マイコン・
プログラミング，ネットワーク通信のためのNode
プログラミング，ウェブ・サーバーの構築など，さ
らに多くの知識を学ぶ必要がある．したがってその
人材育成には，これまで長期間の複数教育プログラ
ムが必要であった．ここにハイパー・プログラミン
グ・ツールNode-RED[6] が登場したことによって，
この問題を一挙に解決することが見込めるようにな
った．
　本研究は，Node-RED の基礎を短時間で学習し，
センサの情報をWEBブラウザ上に表示させる課題
までを効率よく学習できる，学習テキストと実習キ
ットを開発するものである．開発した実習教材は本
校 4年生の，情報通信コースの学生 15名について

実習の試行を行い，アンケート調査を実施すること
でその有用性の検討を行った．今回はこの結果につ
いて報告を行う．

2　実習内容
　アプリケーション開発ツールNode-RED は，図１
に示すようにWEBブラウザでノードを配置するフ
ローをデザインすることで，簡単にハイパー・ウェ
ブ・アプリケーションの開発を行うことができる．
今回の実習では，マイコン” Arduino” を PC の入出
力端末として用いる形式で行った．PC上の Node-
RED で，LED の発光，スイッチ入力，半固定抵抗
によるアナログ電圧，温度センサ等を扱うことがで
きるように，ブレッド・ボード上に部品を配置し，
Arduino 経由で USB から入出力を行えるようにし
た．
　実習は１時限 90分で２時限分，一度に実習を行
う人数 3-4 名で実施した。Node-RED の基礎を，順
を追って理解するように，下記の内容順でテキスト
に添って進めて行くようにした．JavaScript に関す
る説明は，変数の取り扱いに関する部分のみとし，
C言語を扱える学生であれば特に意識することなく
理解できるようにした．HTMLの記述部分は，3年
次の学生実験ですでに扱った範囲内で行った．

図 1 Node-RED のデザイン画面

図２ Node-RED 実習風景
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実習内容の概要を以下に列挙する．
(1) Hello World! （inject ノードを入力，debug ノードを出力とした
フロー）
(2) LED の点灯（Arduino を USB I/O アダプタとして使用しスイッ
チ入力，LED出力を行う）
(3) LED の点滅（LEDの各種方式による点滅）
(4) アナログ入出力 (ANALOGUE IN, PWM OUT)
(5) WEB サーバを作る
以上の実習を行った後，アナログ温度センサ LM61BIZ の電圧値を
読み込み，WEBブラウザに温度を表示する課題を実施した．

図３ アンケート結果

3　アンケート結果と考察
　実習テキストとキットの有用性を検討することを
目的に，実習終了後にアンケート調査を行った．ア
ンケートは 5段階で回答するようにし，1は「そう
である・はい」，2は「割とそうである」，3は「ど
ちらでもない」，4は「あまりそうでない」，5は「そ
うでない・いいえ」とした．
アンケート結果の一例を図３に示す．(a) 実験テキ
ストの分かりやすさでは，86%の学生が 1または

2を選択し，わかりやすいと感じてくれたようで
ある．JavaScript や Node-RED の予備知識が無くて
も，テキストを読み進めることでNode-RED が理解
できる内容であったと考えられる．(b) 実験装置の
整備（Arduino と各部品によるキット）については，
93%の学生が 1または 2を選択し，部品の配置や
配線をスムーズに行うことができるように，キッ
トが用意されていたと考えられる．(c) 興味を持っ
て取り組むことができたかという質問に対しては，
93%の学生が 1または 2を選択し，ほとんどの学
生が興味深い実習テーマの設定であったと感じたよ
うである．このことは，フリー・スペースでの記述
においても，多くの好印象の記述が見られたことと
一致している．

4　おわりに
　本研究はNode-RED の学習教材を開発し，その有
用性について検討を行ったものである．実習終了後
のアンケート結果より，実験テキストの内容と実習
キットについて，ほとんどの学生が良好な回答を示
し，教材として良い出来映えであったと考えられた．
学生はNode-RED に興味を持ち，実習終了後に自宅
等で，オリジナルなWEBアプリを作成したと報告
してくる学生も現れた．
なおこの実習の続編として，ラズベリー・パイによ
る模擬遠隔地サーバの実習が行えるように，実験テ
キストと実習キットの開発を行う予定である．

参考文献
[1] 尾上冴子，池元浩一郎，平野　旭，田中　誠，“C 言語学習の
意欲向上を狙った音声合成 LSI 実習の導入効果”，平成 29年度 (
第 68 回 ) 電気・情報関連学会中国支部連合大会講演論文集，R17-
27-16（2017 年 10 月岡山理科大学）.
[2] 梶原和範，田中　誠，“16 ビットマイコン dsPIC を用いた学生
実験の試み”，高専教育，35，pp.101-106，2012.
[3] 梶原和範，平野　旭，田中　誠，“Matlab によるディジタル信
号処理実習”，高専教育，36，pp.265-270，2013.
[4] 田中　誠，板東能生，横沼実雄，山脇正雄，“dsPIC マイコン
を用いたディジタル信号処理実験の試み”，工学教育 (J. of JSEE)，
65-2，pp.9-14，2017.
[5] 梶原和範，田中　誠，“Ｃ＃を用いた学生実験の試み”，高専教育，
35，pp.125-130，2012.
[6] 桑野雅彦，“特集電脳ガシェット’ Pi’ でラピッド・プログラミ
ング”，トランジスタ技術 6月号，pp.55-128，2016.
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徳山高専への授業見学（工場系）

吉田　玄徳

　平成 30年 11月 28日に中国地区の技術職員交
流で行っている授業見学の一環で徳山高専に工場
系、電気系、環境系と３グループに分かれお邪魔い
たしました。
　工場系では施設見学と 1年生の実習見学を行い、
見学の中で意見交流を行わせていただきました。
作業現場に案内をしていただいた際に、初めての
方・畑の違う方々に対する配慮や考慮が施された現
場だと思いました。各加工機には「何という機械な
のか？・どんな原理なのか？」誰が見てもわかるよ
うフォントや配色にもこだわった掲揚があり、非常
に誰に対しても優しい工場だと感じました。また逆
に中央に製作依頼の品や技能検定の作品、科研・助
成金取得の際の作品などを展示したブースもあり、
NC加工機を駆使して作成したアルミ製の人工関節
や複雑な研究用の冶具やレーザー加工機を使った異
形歯車の作品など時代に合った作品から、汎用機械
で作ったとは思えないような細かな加工作品、空気
圧を利用した作品などどれも目を引くような作品
で、作品の一つ一つの制作秘話を聞くだけでも、後
学の為になるものでした。
　実習授業では、手仕上げ・旋盤・溶接・フライス
盤の４ショップを学生が工場で作業を行っていまし
た。1年生ということもあり内容自体は複雑なもの
ではありませんでしたが、作業一つ一つの注意点・
ポイントを丁寧に指導することで、学生の作業に対
する理解を深め、考えることができる作業者の教育
になっているのではないかと改めて、実習授業に対
する意識の確認を行うことに繋がりました。
また、当校同様安全に対する意識付けとして、学生
に安全のしおりの配布や、ヒヤリハットの報告の徹
底を行っているということもあり、学生の身なりや、
作業を拝見するときちんと行っており、きちんと作
品を完成させていました。
　短い時間ではございましたが、有意義な見学とな

り、工場系をはじめ電気系、環境系でも忙しい中ご
対応していただき有難う御座いました。

ワイヤー放電加工機の説明

　

展示ブースの一部の作品
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西日本豪雨災害支援活動

　平成 30年 7月西日本豪雨災害では本校の所在地
呉市でも甚大な被害が発生し市民生活に大きな影響
がありました．幸いにも本校では水没や土砂崩れの
影響などはほとんどなく，設備関係にも影響があり
ませんでした．ただし広範囲にわたる交通網の断絶
や断水の影響を受け，1ヶ月の夏季休業の前倒しな
どの対応が必要となりました．これらの影響は，教
職員の生活にも大きな影響を及ぼしていましたが，
周囲の甚大な被害に対し，少しでも社会貢献をした
いという教職員に対し，ボランティアに参加するた
めの休暇取得が認められました．一部ですが技術セ
ンター職員もその活動に参加しましたので，一端を

報告させていただきます．

西日本豪雨災害での経験

生田　悠介

　西日本豪雨災害から約１０ヶ月経過し、日常生活
の中では深く思い返すことも少なくなってきまし
た。被害当日、私は本校から３１号線を車で海田方
面に向かっていました。強い雨でかなりの渋滞でし
たが何ら変哲もない日常で、あのような災害が起こ
ることは全く想像もしていなかったように思いま
す。渋滞を進んでいき、ちょうど水尻駅の横で完全
に止まりました。呉方面に引き返す車も何台か確認
できましたが、状況がつかめない時間が過ぎていき、
周りでは “坂の手前が冠水している” という情報が
多くなっていました。今となっては正しい情報とわ
かりますが、その瞬間は暗く、雨もひどい状況で、
距離としてはすぐそこの情報が全く確かではなくな
ります。私は通過は無理だと思い、少し戻ったコン
ビニに車を停めました。その５分後に、引き返した
地点に土砂が流れ、翌日見ると私の前後にいた車は
そこに埋まっていました。

　写真１

大切なのは、情報を得ること。それを精査する判断
能力だと感じました。
　その晩をコンビニで過ごし、翌日車を置いて歩い
て帰宅しました。信じられないほどの快晴だったの
を覚えています。帰宅の途中も多くの災害現場を目
の当たりにし、事の重大さを実感しました。
　地元の状況 ( 写真２．３) もかなりひどく、友達の
家が流され、亡くなった知り合いの情報も入る中、
連日復旧活動にあたりました。

写真２

　写真３

　昔からの顔なじみの多い地域で、情報の共有・道
具や食料の調達など様々な面で協力し合い、それが
いかに大切かを学びました。
　今でも復旧工事や、民家や河川に流れ込んだ土砂
の排出作業を目にします。
　このような災害が起こらないことを祈るととも
に、学んだこと・経験を忘れないよう頭において生

活していこうと改めて感じています。
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安浦でのボランティア

牛坂　淳二

　昨年度の夏から秋にかけて西日本豪雨災害で被害
を受けた安浦の復興支援ボランティアに参加しまし
た。
　災害発生から1週間後の安浦の市街地は建物や道
路が砂で覆われているような街の様子でした。マス
クをしないと砂ぼこりで喉が痛くなるほどでした。
現地のサテライトでボランティア保険等の登録を澄
まし、いよいよボランティア開始です。
　始めての作業は気温 30度以上の炎天下の中、住
宅の敷地内の土砂かきでした。今まで経験したこと
がないぐらいの猛暑のなか、いつか倒れるのではな
いかと恐れながら作業をしていました。作業は想像
以上にきつかったのですが、庭が見違えるほどきれ
いになり、その達成感からまた作業がしたいと思う
ようになり何回も安浦に通うようになりました。
　何回か参加しているとサテライトのスタッフさん
に覚えられ、グループのリーダーを任されたり軽ト
ラックで街中の災害ごみの回収もさせてもらえるよ
うになりました。朝から夕方までひたすら土嚢袋を
回収する作業は、さすがにこたえました。
　７月、８月はボランティアが足りなかったぐらい
膨大にあったニーズも９月、１０月になると徐々に
減っていき復興が進んだのだなと感じました。
　今回の災害ボランティアでは普段の業務や課外活
動では経験しないことが経験でき、県内外から集ま
った、たくさんのボランティアと復興という目標に
向かってともに汗をかけたことがよかったです。
　安浦のボランティア活動でお世話になった皆様、
ありがとうございました。

ボランティア

山脇　正雄

　大規模災害におけるボランティアの活躍は報道機
関などで大きく取り上げられていましたが，これま
では時間の制約などもあり，実際には経験をするこ
とがありませんでした．今回は身近な地域での災害
発生であり，まず市役所で募集しているボランティ
ア活動に参加しました．朝に集合，あるいは現地の
受付に出向いて，そこから被災地へ派遣され 15時
ころまでの活動となります．まずは 3回の活動に参
加しましたが，特に暑い日が続き，炎天下での土砂
かき作業などは体力的・精神的にも厳しく身を削る
思いでの取り組みとなりました．そこで SNS で見
つけたのが早朝ボランティアの会でした．朝 5時
に起床，6時から作業開始で 9時 30分ころに撤収
という活動でした．朝のひんやりとした雰囲気での
作業は体力的には厳しいものもありましたが，快適
な活動となりました．呉市との活動にもリンクされ
ており，都合のよい日に SNS で参加を登録すると，
保険なども適用され，ボランティア活動終了後の入
浴サービスなども受けることのできるシステムでし
た．作業終了後にシャワーを浴びても 10時過ぎか
らは業務に戻ることができ，夏季休暇中の計画に支
障なく 6回も参加することができました．合計で 9
回の経験となりましたが，被災者の方に直接かかわ
りながら復旧への作業が少しでもお手伝いができた
ことが喜びであり，貴重な経験となりました．
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平成 30年度　前期実験実習等支援状況

平成 30年度　後期実験実習等支援状況
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技術センターの活動状況（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日）

4 月25日（水）技術センター４月定例会議

5 月 22日（火）技術センター5 月定例会

6 月 27日（水）技術センター6 月定例会

8 月 25日（土）古民家鑑定実技講習会 in 竹原（竹原市） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  牛坂

8月27日（月）～ 29日（水）西日本地域高等専門学校技術職員特別研修会（豊橋技科大） 　　　　　　　　　　 生田

8月29日（水）～ 30日（木）中国・四国地区国立大学法人等技術職員研修（岡山大）　　　　　　　　　　　　  尾上

9月19日（水）～ 21日（金）平成 30年度ＩＴ人材育成研修会（東京）　　　　　　　　　　　　　　　　　　   池元

10月18日（木）技術センター10月定例会

10月20日（土）平成 30年度（第 69回）電気・情報関連学会中国支部連合大会（広島市立大）　　　　　　　　 尾上

11月14日（水）～ 16日（金）平成 30年度国立高等専門学校機構情報担当者研修会（東京）　　　　　　　　 佐々木

11月21日（水）技術センター11月定例会

11月28日（水）中国地区の技術職員が携わる授業見学 ( 徳山高専 )　　　　　　　　　　　　生田・吉田・加藤・尾上

12 月 13日（木）技術センター12月定例会

12月26日（水）平成 30年度国立大学法人向け実践的サイバー防御演習研修 ( 東京 )　　　　　　　　　　　　　 池元

1 月 17 日（木）動力プレス金型等の取付け等業務 ( 広島市 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  生田・吉田

1 月 18 日（金）技術センター１月定例会

2 月 13 日（水）技術センター２月定例会

3 月 5 日（火）福井工業高等専門学校　教育研究支援センター久保氏来校　技術センター見学・情報交換

3 月 18 日（月）平成 30年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員技術職員組織マネジメント研究会（岡山大） 

佐々木・池元

3 月 19日（火）平成 30年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議（岡山大）　　　　　　  佐々木・池元

3月25日（月）技術センター３月定例会

3月28日（木）第１回技術センター委員会
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平成 30年度地域貢献等

（１）平成 30年度　実習工場技能講習会　８月２4日（金）
　　　　対象：呉高専学生、参加 14名
　　　　内容：旋盤作業、その他の工作機械など
　　　　講師：大東・山田・田村・生田・吉田

（２）３Ｄプリンタの試作支援業務 5社 9件　　　　（池元、加藤、牛坂、吉田の４名）

平成 30年度　公開講座
              エジソン・スクール第４回　～夏休み特別企画～  8 月 25 日（土）　( 池元 )
              エジソン・スクール第６回　～電気で「計る」～   10 月 20 日（土）　( 池元 )
              「第 6回びっくりワクワククリスマスサイエンスショー」支援　12月 9日（日）

平成 30年度　寄付金の受け入れ状況
月　 日 担 当 者

平成 30年 4月 5日 大東　由喜夫、山田　千鶴、田村　忠士、生田　悠介、吉田　玄徳
平成 30年 5月 7日 大東　由喜夫、山田　千鶴、田村　忠士、生田　悠介、吉田　玄徳
平成 30年 5月 7日 大東　由喜夫、山田　千鶴、田村　忠士、生田　悠介、吉田　玄徳

平成 30年度工作物および業務依頼等の件数
加工依頼件数 業務依頼件数 受託試験

172 169 0

（平成 30年 4月～平成 31年 3月末日現在）


